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令和８年度畜産・酪農収益力強化整備等特別対策事業（機械導入事業のうち収

益性向上対策）「成果目標の算定根拠」の現状値を令和７年度の数値に変更して

事業参加申請する方法について 

 

 今般、要望調査に係る配分予定額の通知を令和８年５月 29 日付け８年度発中

畜第 859 号「令和８年度畜産・酪農収益力強化整備等特別対策事業（機械導入

事業のうち収益性向上対策）の要望調査に係る配分予定額について（通知）」で

行ったところです。 

 要望時に令和７年度の実績値が明らかでなかった取組主体については、令和

６年度の数値を現状値として要望されていることと思います。 

 つきましては、現状値を令和６年度の数値を用いて要望し、事業参加申請時

に令和７年度の数値に変更する場合に係る事業参加申請手続きは下記のとおり

取り扱うこととします。 

 なお、要望時に現状値を令和７年度の数値を用いている場合は、本件に関し

ての手続き等は不要です。 

 

記 

 

１ 畜産クラスター関連事業Ｑ＆Ａでの実績値に関する指導内容について 

 同 Q&A では、以下の通り示されています。下線部に沿って「成果目標の算定

根拠」の「実績値」は令和７年度の数値とします。 

問 19 収益向上効果を算出する場合、事業実施前の基準となる年度はいつにな

るのですか。 

１ 販売額の増加、生産コストの削減、農業所得の増加といった収益向上効果は、

事業実施前の状況から目標年度までにどれだけ改善が図られるかを評価するも

のです。 

 このため、事業実施年度（実際に施設整備や機械導入を実施する年度）の前年度

を基準年度とし、成果目標を設定するものとします。 

２ ただし、成果目標を設定する時点で基準年度の実績が明らかでない場合には、

実績の明らかな直近年度を基準年度とすることができます。 

 （例えば、令和４年度に機械の導入を要望する場合に、令和３年度期中に成果目



標を設定しようとすると、令和３年度の実績が明らかでないことがあるため、

このような場合は令和２年度の実績を基準年度とすることができます。なお、

要望時は令和３年度の実績が明らかでなかったが、事業参加申請時に令和３年

度の実績が明らかになっている場合には、その実績値を基準としてください。

古いままの基準値では申請できません。） 

 

 

２ 変更にあたっての注意事項 

 ・「導入の必要性」「成果目標の種類」「算定根拠」「目標値」を変更すること

はできません 

 ・変更した数値によって事業実施要領に定められた基準を満たさない場合は、

事業参加申請できません 

 

３ 手続方法 

 ・事業参加申請に別記様式 A「成果目標の算定根拠の変更について」を作成し、

「添付 PDF ファイル」の最後に付けて下さい。 

 ・「参加申請用 CSV データ」の「その他添付資料」欄に『「成果目標の算定根

拠の変更について」を添付』と入力して下さい 

 

 

 


